
     

お
宮
の

幟
の
ぼ
り

が
立
て
ら
れ
、
大
屋
の
田
園
に
秋

ら
し
さ
が
一
層
映
え
る
こ
の
頃
で
す
。
台
風
の
接

近
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
地
域
の
み
な
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

   

前
号
で
お
伝
え
し
ま
し
た
よ
う
に
、
九
月
十
二

日(

木)

に
、
明
延
区
長
で
あ
り
、「
鉱
石
の
道
」
明

延
実
行
委
員
会
会
長
の
小
林
史
朗
さ
ん
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
「
明
延
」
に
関
す
る
特
別
授
業
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
れ
を
受
け
て
、
九
月
十
五
日(

日)

に
は
、
三

年
生
の
二
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
二
十
日

(

金)

に
は
、
一
年
生
全
員
が
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
の
活
動
と
し
て
、
二
十
二
日(

日)

に
は
、

二
年
生
三
人
と
三
年
生
三
人
の
計
六
人
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
一
円
電
車
の
周
回
化
に
伴
う

線
路
の
延
伸
作
業
を
手
伝
い
ま
し
た
。 

具
体
的
に
は
、
枕
木
を
運
び
並
べ
、
そ
の
上
に

レ
ー
ル
を
乗
せ
、
犬
釘
を
打
っ
て
固
定
す
る
作
業 

     や
、
一
輪
車
で
砕
石
を
運

び
入
れ
る
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
初
め

て
の
体
験
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
力
強
く
一
生

懸
命
に
活
動
す
る
様
子

に
、
小
林
さ
ん
を
は
じ
め

明

延

の

ス

タ

ッ

フ

の

方
々
や
、
県
内
外
か
ら
来

ら
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
か
ら
、
「
よ

う
頑
張
っ
て
く
れ
た
」

「
お
か
げ
で
、
け
っ
こ
う

作
業
が
進
ん
だ
」
と
い
っ

た
お
褒
め
や
労
い
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
も
達
成
感
や
有
用
感
を
得
た
よ
う
で
、

「
取
り
組
ん
で
よ
か
っ
た
」
「
ま
た
来
た
い
」
と

い
っ
た
感
想
を
残
し
て
い
ま
す
。 

 

大
屋
中
の
生
徒
の
こ
う
し
た
活
動
に
つ
い
て

は
、
こ
の
た
び
の
明
延
で
の
一
円
電
車
に
関
す
る

取
組
と
合
わ
せ
て
、
新
聞

に
も
取
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今

月
の
中
旬
に
は
、
テ
レ
ビ

の
報
道
番
組
に
お
い
て

特
集
と
し
て
放
送
さ
れ

る
予
定
で
す
。
生
徒
が
運

び
、
敷
設
し
た
枕
木
に
は
、

生
徒
一
人
一
人
の
サ
イ
ン
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書

き
入
れ
て
い
ま
す
。
明
延
の
一
円
電
車
を
訪
ね
ら

れ
た
際
に
は
、
こ
の
枕
木
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。 

来
る
十
一
月
三
日(

日)

に
は
、
本
校
で
文
化
祭
を

開
催
し
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
つ
と
し
て
、
一
年

生
が
創
作
劇
「
一
円
電
車

物
語
」
を
演
じ
ま
す
。 

小
林
さ
ん
の
授
業
で
の
お
話
が
現
地
で
の
活

動
に
広
が
り
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
人
々
と
の
つ
な

が
り
が
ま
た
新
た
な
感
動
を
生
み
、
そ
れ
が
今
度

の
文
化
祭
の
演
目
へ
と
つ
な
が
る
な
ど
、
ま
る
で

線
路
の
よ
う
に
続
い
て
い
ま
す
。 

今
後
も
、
大
屋
各
地
で
の
ふ
る
さ
と
に
か
け
る

思
い(

愛)

を
様
々
な
活
動
を
通
し
て
つ
な
い
で

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

大
屋
中
だ
よ
り 

第６号 

令和元年 

10 月 11 日 

学校通信 
(地域版) 

教
職
員
・
生
徒
共
通
実
践
目
標 

時
を
守
り 場

を
清
め 礼

を
正
す 

「
明
延
」
に
学
ぶ
活
動
の
展
開 

 
 

〈枕木を並べ、レールの敷設〉 〈犬釘を打ちます〉 

〈砕石を運びます〉 

〈枕木へのサイン〉 



文
化
祭
当
日
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
「
大
杉
ざ

ん
ざ
こ
踊
り
」
を
披
露
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
、

各
学
年
の
演
劇
を
行
い
ま
す
。
午
後
か
ら
は
吹
奏

楽
部
の
演
奏
、
各
学
年
に
よ
る
合
唱
を
発
表
し
、

最
後
は
全
校
合
唱
で
締
め
く
く
り
ま
す
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
ま
た
改
め
て
全
戸
に
配
布
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
十
月
三
十
日(

水)
か
ら
文
化
祭
当
日
ま

で
の
五
日
間
を
本
校
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
と

し
て
い
ま
す
。
授
業
の
様

子
の
み
な
ら
ず
、
文
化
祭

に
向
け
た
練
習
の
様
子

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
来
校

い
た
だ
け
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
  

 
 

     

                         

11/ 2 (土) 登校日(文化祭準備) 
11/ 3 (日) 文化の日・文化祭 
11/ 4 (月) 振替休日 
11/ 5 (火) 振替休業日 
11/ 6 (水) 但馬駅伝競走大会 
11/ 7 (木) 貯金日 
11/ 8 (金) 振替休業日 
11/11 (月) 全校集会(食育に関する講話) 
11/14 (木) 進路学習会(高校説明会) 
11/15 (金) 人権フェスティバル 

10/16 (水) 6 校時授業 
10/17 (木) 読み聞かせ 
10/18 (金) 福祉学習会(2 年) 

小中合同道徳授業研(1 年) 
10/22 (火) 即位の礼正殿の儀 
10/23 (水) 中間テスト 
10/24 (木) 中間テスト 
10/25 (金) 大屋文化祭展示(27 日まで) 
10/30 (水) 道徳授業参観日 

オープンスクール(11 月 3日まで) 

＜11 月前半の行事予定＞ ＜10 月後半の行事予定＞ 

〈ぐるっと回る一円電車〉 〈一円電車まつり〉 

懐かしいお客様 

10 月 2 日(水)に、向 秀樹 地域局長 

様のご案内で、平成 12 年度(2000 年度)

に本校でＡＬＴ(外国語指導助手)を務

められていたジェマイマ・イングラム

さんが家族でお越しになられました。 

 当時と変わらない校舎の様子に感激

されるとともに、英語の授業にも入っ

ていただき、 

今の様子を見 

ていただきま 

した。また、 

当時の卒業ア 

ルバムを見な 

がら、思い出話に花が咲きました。 

アンドリア先生、大屋こども園に！ 

 8 月から本校に勤務しているＡＬＴ

のアンドリア先生(通称：アンディ)

が、10 月 3 日(木)に大屋こども園を訪

問し、５歳の子どもたちと楽しく交流

しました。 

 今後も、交流を通じて子どもたちと

仲良くなり、少しずつ英語の輪を拡げ

ていきたいと 

思います。 

 アンディー 

の素敵な笑顔 

が幼・小・中 

の架け橋になっ 

てくれることを期待するところです。 

〈右端がジェマイマさん〉 〈一緒にダンス〉 


